
これからの建設業に関心を持ってもらうために

ＩＴ関係の専門学校の女子生徒に技術者の日常業務を体験してもらいました。

工事名：Ｈ２８栗橋北堤防強化（下）工事

発注者：利根川上流河川事務所

請負者：真下建設株式会社

開催日：平成２９年２月２８日（火）

参加者：アルスコンピュータ専門学校女子学生１１名

うちＣＡＤ選択者３名 引率者（先生）１

○内容

「午前」

・３Ｄスキャナー測量：データ取得

・ＧＮＳＳを用いた締固め管理：データ取得

・３Ｄデータ処理：現況測量から設計データ作成

・ＧＮＳＳ締固め管理：提出データの作成

「午後」

・ＣＡＤ図面：発注図より書類作成の流れ

・デジカメ写真管理：ソフトによる写真整理

・ＡＳＰ斜類作成：書類作成からＡＳＰ登録の流れ

・建設機械の試乗

○監理技術者から一言

現在、国土交通省では「もっと女性が活躍できる建設業」を推進しています。土木の専門知識を持った女子学生に入社を促すことも必要ですが、今回は視点を変えて ＩＴ関係の専門学校生（女子）

を対象に建設業に触れる機会を提供しました。「建設業が何をしているかわからない」という女子学生達でしたが、職場体験後に実施したアンケート結果から少しでも建設業に関心を持っていただけた

ようです。ＰＣ操作の時間を終えた後に行った「建設機械の試乗体験」で見られたたくさんの笑顔から「もっと女性が活躍できる建設業」のスタートラインが垣間見られたような気がします。そして、

今回参加した女子学生11名のうちの1名でもＩＴ関係の仕事として建設会社へ入社し、ゆくゆくは女性技術者（どぼじょ）に育ってもらうことを願っています。

集合写真 事務所内にてパソコンによる体験風景

３Ｄレーザースキャナー測量 ＧＮＳＳを用いた締固め管理
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